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タンラ氏の行動力に感動
を
決
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

支
部
は
派
遣
可
能
か
」
。
二

日
後
に
返
事
が
き
た
。
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
赤
十
字
社
と
と
も

に
、
政
府
軍
用
機
ヘ
ラ
ク
レ

ス
で
イ
ラ
ン
の
バ
ム
に
飛

ぶ
」

　
。
タ
ン
ラ
教
授
は
私
か
ら
の
。

稲嶺恵一知事（右から４人目）を表敬したフス

ニ・Ａ ・ タンラ教授（左から４人目）と、大仲

良一ＡＭＤＡ沖縄支部長（右から３人目）ら

　　　　　　　、＝２００５年６月27日、県庁

電
話
を
受
け
た
後
、
首
都
ジ

ャ
カ
ル
タ
に
い
た
保
健
大
臣

に
電
話
で
相
談
し
た
。
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部

は
イ
ラ
ン
に
救
援
医
療
チ
ー

ム
の
派
遣
を
決
め
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
と
し
て
ど
う

対
処
す
る
の
か
」
。
結
論
は

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
救
援

チ
ー
ム
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
支
部
は
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

支
部
医
師
三
人
を
含
め
総
勢

六
十
人
が
三
週
間
に
わ
た
っ

て
バ
ム
の
郊
外
で
被
災
者
救

援
医
療
活
動
を
実
施
し
た
。

彼
の
大
胆
な
決
断
が
実
現
し

た
の
は
、
タ
ン
ラ
教
授
と
保

健
大
臣
、
駐
イ
ラ
ン
大
使
が

個
人
的
に
親
し
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
保
健
大
臣
は
前
、

駐
イ
ラ
ン
大
使
は
元
の
ハ
サ

ヌ
デ
ィ
ン
大
学
長
だ
っ
た
の

も
一
因
で
あ
る
。

　
昨
年
六
月
、
タ
ン
ラ
教
授

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
医
師

二
人
と
と
も
に
、
沖
縄
を
訪

れ
、
稲
嶺
恵
一
知
事
を
表
敬

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
ス

マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
の

緊
急
救
援
活
動
に
対
す
る
沖

縄
県
民
の
多
大
な
支
援
に
対

し
感
謝
を
述
べ
、
支
援
継
続

の
お
願
い
を
す
る
た
め
だ
っ

た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
支
部
が
あ
る
南
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州
の
知
事
か
ら
預
か

っ
た
沖
縄
県
知
事
へ
の
親
書

を
渡
し
、
今
後
の
友
好
推
進

に
向
け
て
の
有
意
義
な
訪
問

と
な
っ
た
。

　
　
「
救
え
る
命
が
あ
れ
ば
ど

こ
へ
で
も
」
と
い
う
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
し

て
く
れ
て
い
る
の
は
ロ
ー
カ

ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
だ
。
口
１

カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
ど
は
、

　
「
現
場
の
問
題
を
Ｉ
・

‘番
良
く

知
っ
て
い
る
人
が
一
番
良
い

答
え
を
持
っ
て
い
る
」
で
あ

る
。
人
脈
も
最
上
級
の
良
い

答
え
の
一
石
。
中
南
米
に
展

開
す
る
沖
縄
県
系
移
民
の
□

１
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と
も

連
携
し
た
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ア
ム
ダ
）
理
事
長

一
一
吻
・

　
こ
の
連
載
は
毎
月
第
四
日

曜
日
に
掲
載
し
ま
す
。

□15□茂

ブチアシ
一

一イカル一口

サ
ヌ
デ
バ
ン
大
学
医
学
部
麻

酔
科
教
授
で
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ

島
の
イ
ス
ラ
ム
教
共
同
体
の

り
Ｉ
ダ
ー
、
ス
ル
タ
ン
の
家

系
だ
。

　
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
医
師
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
だ
け
だ
‘
っ
た
。

彼
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後

の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
で
、
初
め

七
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
医
師

だ
っ
た
。
ス
カ
ル
ノ
大
統
領

治
世
下
の
ス
ル
タ
ン
の
没
落

で
、
ま
さ
に
蛍
雪
時
代
を
過

ご
し
た
。

　
・
広
島
大
学
大
学
院
麻
酔
科

留
学
で
医
学
博
士
号
を
修
得

し
た
後
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の

若
い
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
医
師

に
惣
名
煙
害
、
摩
紐
必
研

修
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
彼

の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
。

　
公
正
さ
と
は
、
意
欲
と
能

力
が
あ
れ
ば
機
会
を
与
え
て

自
己
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
彼
の
人
生
の
後
半
は
公
・

正
さ
の
実
現
に
費
や
さ
れ
て

い
る
。
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
交
流
推
進
の
功
績
で
、

二
〇
〇
四
年
度
外
務
大
臣
表

彰
の
栄
誉
に
輝
い
て
い
る
。

東
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
初
め
て

の
受
貧
者
で
あ
る
。

　
彼
の
行
動
力
に
あ
ら
た
め

て
感
動
し
た
の
は
、
イ
ラ
ン

南
東
部
地
震
緊
急
救
援
活
動

で
、
○
三
年
十
二
月
に
発
生

し
た
イ
ラ
ン
南
東
部
大
地
震

被
災
者
救
援
活
動
の
時
だ
っ

た
。
　
彼
に
国
際
電
話
を
入
れ

た
。
［
Ａ
Ｎ
ｒ
癌
昌
に
医

療
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
ど

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

支
部
か
ら
若
く
て
明
る
い
二

人
の
医
師
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
レ
イ
テ
島
へ
派
遣
さ
れ
て

い
た
。
二
月
十
七
日
朝
、
約

二
百
五
十
人
の
小
学
生
を
含

め
一
千
人
を
超
え
る
死
者
・

行
方
不
明
を
出
し
た
豪
雨
・

地
滑
り
に
よ
る
緊
急
救
援
活

動
に
従
事
す
る
た
め
だ
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
気
候
だ
け
で
な
く
、

経
済
・
社
会
的
状
況
や
疾
病

カ
ハ
ぞ
マ
侃
べ
り
億
叡

災
者
と
の
良
好
な
人
間
関
係

の
下
に
医
療
支
援
を
行
っ
て

く
れ
た
。
彼
ら
は
昨
年
十
月

に
発
生
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
北

部
地
震
緊
急
救
援
活
勣
に
も

参
加
経
験
が
あ
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

撹
部
長
μ
、
フ
ヌ
ニ
・
Ｊ
・

タ
ン
ラ
教
授
。
東
イ
ン
ド
ネ
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